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動
き 

宮城県内では、現在も様々な支援ニーズがあり、生活支援・復興支援に取り組む社会福祉協議会や復

興支援センター、NPO や様々な団体のサポートのために、継続的な人材の派遣と求められる支援ニーズ

への対応を行っています。これにあたっては、支援プロジェクト会議の構成団体ごとに動くのではな

く、チームとして情報共有しながら、具体的なプログラムの開発や実施など支援活動に取り組んでい

ます。今回は活動の全体像と、その中からいくつかの動きをトピックスでお知らせします。 

 

 

  

○桑原英文（支援 P幹事、ＪＰＣｏｍ代表、コミュニティ・４・チルドレン代表理事） 

○山下弘彦（日野ボランティア・ネットワーク事務局） 

○千川原公彦（ウェザーハート代表） 

○菅原清香（コミュニティ・４・チルドレン防災・福祉学習コーディネーター、TOMONY事務局） 

第１号 
２０１２年１１月１日 

支援プロジェクト会議 

   宮城チーム 
○事業の対象者：沿岸部の復興支援センター、県内の社会福祉協議会やＮＰＯ等復興支援に

関わる関係者、地域ボランティア、民生児童委員、地域住民など 

支援者のケア 
地域の共助力・防
災力向上に向けた
地元人材育成 

◆宮城県社会福祉協議会 

◆沿岸部を中心とした市町村社会福祉協議会及び復興支援センター 

◆県域・テーマ別に活動している中間支援 NPO、連携復興センターなど 

◆支援プロジェクト会議メンバー：気仙沼チーム（シャンティ国際ボラ

ンティア会・大阪ボランティア協会）、北川進委員、県内サポーター 

復興支援センタ
ー等の個別支援 

社協職員や NPO ス
タッフのファシリ
テーション研修 

ネットワーク化
の推進 

 情報の流通、 
交流の支援 

支援者のための支援センター

ＴＯＭＯＮＹ 

コミュニティ・４・チルドレン 

連携・
協働 

    

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
・
宮
城
チ
ー

ム
で
は
、
沿
岸
地
域
の
復
興
支
援
セ
ン
タ

ー
等
を
中
心
に
巡
回
し
、
支
援
を
継
続
し

て
い
ま
す
。 

沿
岸
地
域
で
は
、
被
災
状
況
や
地
域
事

情
な
ど
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
や
支
援

組
織
の
課
題
が
被
災
当
初
よ
り
も
個
別
化

し
て
い
る
た
め
、
巡
回
や
個
別
連
絡
に
よ

り
、
状
況
を
共
有
し
課
題
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
を
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。 

併
せ
て
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
復
興
支

援
局
震
災
復
興
定
例
支
援
会
議
、
復
興
み

や
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
の
県
域
の

場
、
仙
南
２
市
２
町
社
会
福
祉
協
議
会
情

報
交
換
会
な
ど
地
域
ご
と
の
場
に
協
力
・

参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
様
々
な

方
々
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
支
援
の

ニ
ー
ズ
把
握
と
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
内
陸
地
域
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、

こ
う
し
た
中
か
ら
見
定
め
た
、
人
材
育
成

や
支
援
者
の
ケ
ア
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

生
活
支
援
や
復
興
活
か
す
取
り
組
み
を
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の 

巡
回
、
個
別
支
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宮
城
県
社
協
復
興
局 

「
震
災
復
興
定
例
支
援
会
議
」 

 

宮
城
県
社
協
で
は
、
４
月
か
ら
震
災
復
興
支
援

局
を
開
局
し
、
沿
岸
地
域
の
１
１
の
市
町
社
協

（
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
、
職
員
を
派
遣

し
支
援
し
て
い
ま
す
。 

毎
月
の
震
災
復
興
定
例
支
援 

会
議
で
は
、
そ
の
派
遣
職
員
の
状 

況
報
告
・
意
見
交
換
、
支
援
活
動 

に
あ
た
っ
て
い
る
県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、 

全
社
協
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体 

か
ら
の
報
告
な
ど
を
行
っ
て
い
ま 

す
。 

結
っ
こ
の
会 

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
委
員
、
現
在
・
石
巻

市
社
協
の
北
川
進
さ
ん
の
声
掛
け
で
、
５
月
１
２

日
か
ら
始
ま
っ
た
「
結
っ
こ
の
会
」
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
福
祉
活
動
が
進
む
べ
き
道
を
模
索

し
て
い
ま
す
。 

社
協
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
、
復
興
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
１
０
人
ほ
ど
の
有
志
が
集
ま

り
、
情
報
交
換
し
た
り
、
ゲ
ス
ト
に
学
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
立
場
や
業
務
は
違
え
ど
も
、
相
互
に

つ
な
が
り
合
い
な
が
ら
明
日
の
宮
城
を
支
え
て

行
こ
う
と
し
て
い
る
研
究
会
で
す
。 

   

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
人
材
、

財
源
に
加
え
て
様
々
な
資
機
材
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
後
の
災
害
に
備
え
、
資
機
材
を
柴
田
町

社
協
（
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
よ
り
設
置
費
助

成
）
、
大
崎
市
社
協
（
独
自
設
置
）
の
防
災
倉
庫

に
１
０
月
５
日
搬
入
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
資
機
材
は
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
八
女

市
で
の
支
援
活
動
を
支
え
た
ス
コ
ッ
プ
や
一
輪

車
な
ど
で
す
。
実
は
、
石
巻
市
や
福
島
県
只
見

町
・
金
山
町
、
和
歌
山
県
新
宮
市
に
リ
レ
ー
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

 
今
後
、
宮
城
県
内
や
隣
接
す
る
秋
田
県
や
山
形

県
、
ま
た
全
国
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
機
能
を
活
か
し
た
支
援
を
繋
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

柴
田
・大
崎
に 

資
機
材
を
ス
ト
ッ
ク 

柴田町社会福祉協議会に搬入した資機材 

   

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
、
生
活
再
建
に
向

け
て
、
助
け
合
い
・
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
社
協
職
員
、
復
興
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
や
生
活
支
援
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

を
開
催
地
の
社
協
と
共
に
実
施
し
ま
し
た
。 

石
巻
市
（
８
月
１
日
）
で
は
、「
地
域
福
祉
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
地

域
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本
や
こ
れ

ま
で
の
歴
史
、
現
在
必
要
と
さ
れ
る
取
り
組
み
視

点
を
共
有
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
個
々
人

の
姿
勢
や
職
場
環
境
や
社
会
資
源
の
把
握
状
況

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
後
、
そ
の
向
上
に
向
け

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

美
里
町
（
８
月
９
日
）
で
は
、「
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
住
民
座
談
会
を
充
実
さ

せ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
住
民
座
談
会
や
懇
談
会
等

の
場
面
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
度
合
い
を
高

め
、
多
様
な
考
え
を
ま
と
め
つ
つ
、
合
意
形
成
に

導
き
、
実
行
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
向
上
を
図
り
ま

し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
研
修
の
場
を
、
年
内
３
回

程
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

社
協
職
員
や 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
研
修 

結っこの会（８／２５日） 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進 

情
報
の
流
通
、
交
流
活
動 


